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大学生の友人関係における消極的関係維持（ ）
―大学および友人関係への適応と消極的関係維持動機との関係―

○高木邦子（静岡文化芸術大学） 安藤史高（岐阜聖徳学園大学）
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問題・目的

大学生が友人関係で深刻な葛藤を経験した際に，

物理的距離は維持したまま気持ちの面で距離を置

くことを高木・安藤（ ）は「消極的関係維持」

と呼んでいる。安藤・高木（ ）では，この消

極的関係維持を取る動機を「孤立評価不安」「葛藤

回避志向」「群れ志向」「対人関係規範」の４因子

から測定する尺度を提案している。

一方，高木・安藤（ ）では回想法を用い，

友人との葛藤後の対処を「維持」，「消極的維持」

「回避」と分類したうえで，選択した対処と友人

の人数，友人関係満足感，ソーシャル・サポート

といった友人関係適応指標との関係を検討した。

結果，女子学生で「消極的維持」を取る者が「維

持」の対処を取る者よりも仲の良い友人を多く報

告した。この結果から，関係の消極的維持の対処

を取る女子学生は既に適応的な友人関係を形成し

ており，深刻な葛藤があった相手と「接近」する

よりも，心理的距離を置いた「消極的維持」をす

ることに抵抗が少ないものと推測される。

ただし高木・安藤（ ）では，友人関係適応

と消極的関係維持動機との関係を直接検討したわ

けではない。そこで本発表では，安藤・高木（ ）

で示した対人関係維持動機の各下位尺度と，大学

や大学の友人関係への適応との関係を検討する。

方 法

実施方法

東海地方の大学生 名（男性 名，女性

名 不明 名）を対象に質問紙調査を実施した。

授業内で研究目的を説明した後，質問紙を配

布しその場で回答を求め回収した。

調査項目

対人関係維持動機尺度（ 項目）

安藤・高木（ ）による対人関係維持動

機尺度について，「あてはまらない（ ）」～「あ

てはまる（ ）」の 件法により評定を得た。

大学適応感尺度（ 項目）

古市（ ）による「学校ぎらい感情測定

尺度」を参考に作成した。「まったくあてはま

らない（ ）」～「よくあてはまる（ ）」の 件

法により評定を得た。高得点ほど大学に適応

していると見なす。

大学の友人関係適応感尺度（ 項目）

出口（ ）による大学生活への適応を測

定する尺度から「対人関係に対する適応感」項目

について，「まったく思わない（ ）」～「とてもそ

う思う（ ）」の 件法による評定を得た。高得点

ほど大学の友人関係に適応していると見なす。

結果・考察

対人関係維持動機尺度については安藤・高木

にならい下位尺度得点を算出した。また，

大学への適応感得点，大学の友人関係への適応感

得点をそれぞれ算出した。なお，性差を検討した

ところ，消極的関係維持動機の「共行動志向」（

（ ） ＜ ），大学適応感（ （ ）

＜ ，友人関係適応感（（ ）

＜ は女性の方が有意に高得点であったため，

分析は男女別に行った。

対人関係維持動機尺度，大学適応感，友人関係

適応感の相関を に示す。男子学生では，

友人関係適応と対人関係維持動機の「葛藤回避志

向」との間に弱い負の，「共行動志向」との間に弱

い正の相関が示された。また女子学生では，友人

関係適応と対人関係維持動機の「孤立評価不安」

との間に弱い負の相関が示された。

この結果は，友人関係適応感と消極的関係維持

動機との関係には性差があり，対人関係の消極的

維持が友人関係への不適応とかかわる動機による

場合と，適応とかかわる動機による場合あること

を示唆している。友人関係における消極的関係維

持が効果的な対処といえるのか否か，その効果か

ら意義を整理する必要がある。
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共行動志向

対人関係規範

孤立評価不安

葛藤回避志向

共行動志向 †
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< .05 †: 

友人関係適応感
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Table 1　対人関係維持動機・大学適応感・友人関係適応感の相関
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対人関係

維持動機

大学適応感 ―

友人関係適応感 ―
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―消極的関係維持動機尺度短縮版の検討（ ）―
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問題・目的

大学生が友人関係で深刻な葛藤を経験した際に，

物理的距離は維持したまま気持ちの面で距離を置

くことを高木・安藤（ ）は「消極的関係維持」

とよんでいる。安藤・高木（ ）では，この消

極的関係維持を取る動機を「孤立評価不安」「葛藤

回避志向」「共行動志向」「対人関係規範」の４因

子から測定する尺度を作成した。

しかし，安藤・高木（ ）の尺度では，下位

尺度間で項目の偏りがあり，非常に項目数の多い

下位尺度も見られた。調査において回答者の負担

を軽減するという点からは，より簡便な尺度を用

いることが望ましい。そこで本研究では，安藤・

高木（ ）の尺度による調査データを用いて，

消極的対人関係維持動機尺度の短縮版の作成を試

みる。

方 法

分析対象者： 年度から 年度までの間に

東海地方の大学生を対象に実施した調査データを

用いて分析を行った。回答者は， 名（男性

名，女性 名，不明 名）で，平均年齢は

歳（ ）であった。

分析内容： 対人関係維持動

機尺度（ 項目）

安藤・高木（ ）によ

る対人関係維持動機尺度に

ついて，「あてはまらない

（ ）」～「あてはまる（ ）」

の 件法により評定を得た。

結果・考察

消極的関係維持動機尺度の

探索的因子分析

消極的対人関係維持動機

尺度の因子構造についての

分析を行った。分析対象者

の人数のバランスを考慮し，

年度に実施した調査

に回答した 名のデータ

に対して，最尤法，

回転による探索的因子分析

を実施した。その結果，従

来の研究と同様の 因子解

を抽出し，安藤・高木（ ）

に準じて「葛藤回避志向」

「孤立評価不安」「共行動志

向」「対人関係規範」と命名した。そして，因子負

荷の低い項目と複数因子に負荷の高い項目を削除

しながら，因子分析を繰り返し実施した。最終的

に，各因子に負荷の高い 項目ずつを採用し，全

項目を短縮版の尺度項目とした（ ）。各

下 位 尺 度 の α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ ， 順

に ， ， ， となり，「対人関係規範」

がやや低いものの，他の下位尺度については十分

な信頼性が確認された。

消極的関係維持動機尺度の確認的因子分析

探索的因子分析に用いなかった 名のデータ

を用い，短縮版の確認的因子分析を実施した。そ

の結果，適合度はχ （ ， ），

， と十分

なものではなかったため，修正指標を確認し，同

一因子内の項目間の一部に共分散を仮定するモデ

ルの修正を行い，再度分析を行った。その結果，

適合度はχ （ ， ），

， となった。適

合度は十分高いとは言えないが，モデルはある程

度支持されたといえる。

Table 1 消極的対人関係維持動機尺度短縮版の因子構造

葛藤回避志向

できるだけ友だちの機嫌を悪くしたくない

ひとと対立しないよう気をつけている

友だちと関係が悪くなるのが恐い

グループの和は乱さないよう気をつかう

友だちづきあいは，できるだけ長くつづくようにするべきだと思う

孤立評価不安

いつもひとりで行動していると，変わった人だと思われそうで不安だ

ひとりでいると，他の人から変な目で見られないか気になる

ひとりで行動しているところは，知り合いに見られたくない

どこかのグループに所属していないといけないような気持ちがある

反対意見が言えないことが多い

共行動志向

ひとりの方が自由に行動できるので，好きだ

ひとりで行動するのは気楽だ

ひとりでいるより，誰かと一緒にいる方が安心する

ひとりでいるのは寂しい

できるだけ，誰かと一緒に行動したい

対人関係規範

好きでもない人と一緒にいる必要はない

苦手な人と無理してつきあうことは，無意味だと思う

気の合う仲間とつきあうだけで十分だ

好きなひととだけつきあうのは，本当はあまり良くないと思う

苦手な人との関係の中で得られるものはあると思う

因子間相関：F1

* は逆転項目
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